
こんなまちに

なってしまう

かも…
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将来の人口規模に対応した “コンパクトなまちづくり” を推進し、上田市が市域全体
の観点から作成する、居住機能や、医療・福祉・商業等の都市機能の立地、公共交
通の充実等に関する包括的な計画のことです。

利用者の減少により、身近
な商店等が閉店し、利便性
やまちの魅力が低下する恐
れがあります。

利用者の減少により、身近
な商店等が閉店し、利便性
やまちの魅力が低下する恐
れがあります。

公共交通利用者の減少によ
り、交通サービスが低下し、
外出機会が減少する恐れが
あります。

公共交通利用者の減少によ
り、交通サービスが低下し、
外出機会が減少する恐れが
あります。

公共施設の維持管理や
建て替えが財政を逼迫
( ひっぱく※)
します。

公共施設の維持管理や
建て替えが財政を逼迫
( ひっぱく※)
します。

地域でのつながりが弱く
なる( 希薄化する)恐れ
があります。

地域でのつながりが弱く
なる( 希薄化する)恐れ
があります。

空家や空き地が増え
て、居住環境や景観
が悪化する恐れがあ
ります。

空家や空き地が増え
て、居住環境や景観
が悪化する恐れがあ
ります。

商業施設などの撤退により、
若者の働く場所が少なくなる
恐れがあります。

商業施設などの撤退により、
若者の働く場所が少なくなる
恐れがあります。



中心拠点と地域拠点の関係

◆地域の拠点を活かして中心拠点の都市機能を支え、上田市全体を持続可能な都市とします。
◆中心拠点（惑星）の都市サービス機能を維持し、これをインセンティブ（引力）として、
地域から人の流れを誘導、さらに都市サービス機能と賑わいを維持・拡充します。
◆地域拠点（衛星）は、中心拠点（惑星）との良好な位置関係（利便性）を交通ネットワー
クで維持し、良好な住環境と特色ある地域の魅力を創出して、居住を誘導します。

上田市が策定する立地適正化計画は、
地域の拠点が中心拠点を支える「サテライト型立地適正化計画」です。
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公共交通が利用しやすく、市役所、総合病院、教育施設、ショッピング
センターなど、賑わいのある中心市街地を含む区域。

地域自治センター周辺の区域で、食品スーパーや診療施設、銀行等があ
り、従来から地域の拠点としての役割を担ってきた場所。

中心市街地へのアクセスがしやすく、一定規模の人口密度を維持する区域。


